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１
．
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
地
域
の
諸
問
題

　

２
０
１
３
年
４
月
、
同
志
社
大
学
14
番
目
の
学
部
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ

ル
地
域
文
化
学
部
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
伝
統
あ
る
同
志
社
大
学
今
出
川

校
地
の
中
の
、
最
も
新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
る
烏
丸
キ
ャ
ン
パ
ス
に
本

拠
を
構
え
て
い
ま
す
。
新
築
の
志
高
館
が
本
学
部
の
最
初
の
学
生
た
ち
を

迎
え
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
や
国

際
教
育
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
古
都
京
都
の
真
中
で
、

本
学
部
の
学
生
た
ち
は
い
き
な
り
国
際
的
な
雰
囲
気
の
た
だ
中
に
置
か
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
環
境
が
本
学
部
学
生
た
ち
に
プ
ラ
ス
に
働
い
て
く
れ
る

こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

冷
戦
体
制
が
終
わ
り
を
告
げ
、
世
界
が
新
た
な
秩
序
の
も
と
に
構
築
さ

れ
て
い
く
過
程
と
踵
を
接
す
る
よ
う
に
し
て
広
ま
っ
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
波
は
、
今
や
私
た
ち
の
生
活
を
す
っ
ぽ
り
と
包
ん
で
い
ま
す
。

20
年
前
な
ら
ば
到
底
不
可
能
で
あ
っ
た
、
ヒ
ト
や
モ
ノ
、
サ
ー
ビ
ス
や
情

報
の
自
由
か
つ
迅
速
な
移
動
が
実
現
し
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
当
た
り
前
の

環
境
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
現
象
は
、
そ
れ
が
「
地
球
」

（globe

）
を
単
位
と
す
る
運
動
で
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
必
然
的
に
世

界
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
切
り
捨
て
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。
結

果
と
し
て
現
在
の
世
界
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
動
き
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
た
摩
擦
や
衝
突
が
解
決
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
摩
擦
や
衝
突
は
し
ば
し
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

が
有
す
る
文
化
の
特
殊
性
│
│
そ
れ
は
言
語
、
宗
教
、
歴
史
な
ど
の
要
素

が
重
層
的
に
形
成
し
て
い
る
も
の
で
す
が
│
│
に
対
す
る
無
理
解
や
理
解

不
足
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
現

在
の
世
界
で
活
躍
で
き
る
（
そ
れ
は
必
ず
し
も
外
国
で
働
く
こ
と
を
意
味

し
ま
せ
ん
）
優
れ
た
人
物
と
は
、
今
現
実
に
目
の
前
で
起
こ
っ
て
い
る
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
未
曽
有
の
現
象
を
大
前
提
と
し
つ
つ
、
地

域
の
有
す
る
豊
か
な
文
化
的
多
様
性
と
特
質
を
理
解
す
る
能
力
、
あ
る
い

は
地
域
文
化
に
つ
い
て
の
正
確
な
理
解
の
上
に
立
っ
て
さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ

ル
な
観
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
能
力
を
備
え
た
人
物
で
あ
る
と
い
え

ま
し
ょ
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
文
化
学
部
の
教
育
目
標
は
、
ま
さ
に
そ
の

よ
う
な
人
物
の
育
成
に
あ
り
ま
す
。
同
志
社
大
学
の
建
学
の
精
神
と
教
育

理
念
を
援
用
し
て
い
え
ば
、「
良
心
」
を
も
っ
て
地
域
の
特
殊
性
に
関
わ

り
な
が
ら
も
「
国
際
主
義
」
的
な
も
の
の
見
方
を
忘
れ
な
い
人
物
の
育
成

と
い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

２
．
開
設
の
経
緯
と
現
状

　

グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
文
化
学
部
開
設
の
た
め
の
最
初
の
大
き
な
方
向
付
け

は
、
２
０
０
８
年
３
月
13
日
の
大
学
評
議
会
決
定
に
お
い
て
与
え
ら
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
、「
言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
教
育
研
究
組
織

を
二
分
割
し
、今
出
川
校
地
と
京
田
辺
校
地
の
そ
れ
ぞ
れ
に
学
部
を
設
置
」

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
京
田
辺
校
地
に
つ
い
て
は
既

に
２
０
１
１
年
度
に
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
が
開
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
出
川
校
地
の
新
学
部
に
つ
い
て
は
「
ア
ジ

ア
地
域
、
ア
メ
リ
カ
地
域
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
な
ど
を
対
象
と
す
る
学
際

的
・
総
合
的
で
国
際
的
な
地
域
理
解
能
力
を
持
つ
人
物
の
育
成
に
特
化
す

る
学
部
」
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
こ
の
時
の
基
本
方

針
を
実
現
さ
せ
た
の
が
グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
文
化
学
部
な
の
で
す
が
、
こ
こ

で
も
う
ひ
と
つ
特
筆
す
べ
き
は
、
本
学
部
の
教
員
が
言
語
文
化
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
に
所
属
し
て
い
た
教
員
を
母
体
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
多
年

に
わ
た
っ
て
同
志
社
大
学
全
体
の
外
国
語
教
育
や
国
際
教
養
教
育
に
携
わ

っ
て
き
た
言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
文
化
学

部
の
開
設
と
共
に
姿
を
消
し
ま
し
た
が
、
そ
の
教
員
た
ち
は
、
単
に
外
国

語
の
教
師
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
言
語
が
話
さ
れ
る
地
域
の
社
会

や
文
化
に
つ
い
て
の
深
い
知
識
や
経
験
を
も
っ
て
い
ま
す
。
本
学
部
の
教

育
が
高
度
の
外
国
語
能
力
の
養
成
と
国
際
的
な
地
域
文
化
に
対
す
る
理
解

力
の
涵
養
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
以
上
、
理
想
的
な
教
員
ス
タ
ッ
フ
で
あ

る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
文
化
学
部
は
グ
ロ
ー

バ
ル
地
域
文
化
学
科
一
学
科
の
学
部
と
し
て
開
設
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

学
科
の
中
に
は
先
述
し
た
評
議
会
決
定
で
も
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、「
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
コ
ー
ス
」（
70
名
）「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
コ
ー
ス
」（
60
名
）「
ア

メ
リ
カ
コ
ー
ス
」（
50
名
）
の
３
コ
ー
ス
が
置
か
れ
、入
学
定
員
１
８
０
名
、

収
容
定
員
７
２
０
名
、
専
任
教
員
56
名
の
学
部
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

３
．
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴

　

グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
文
化
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
基
本
柱
は
、
世
界
の

諸
地
域
が
抱
え
る
現
代
的
問
題
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
文
化
の
「
歴
史
的

形
成
」「
文
化
的
多
様
性
」
そ
し
て
「
地
域
と
地
球
規
模
の
課
題
」
と
い

う
３
つ
の
側
面
か
ら
総
合
的
に
理
解
す
る
力
を
育
て
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
初
年
次
で
は
ま
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
も
つ
た
め
の
き
め
細

か
い
導
入
科
目
と
共
に
、
複
数
の
語
学
の
集
中
的
な
履
修
を
義
務
付
け
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
基
礎
教
育
が
、「
歴
史
的
形
成
」「
文
化
的
多
様
性
」

「
地
域
と
地
球
規
模
の
課
題
」
を
扱
う
専
門
教
育
科
目
へ
と
有
機
的
に
、

そ
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
結
び
つ
い
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
学
部
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
中
核
部
分
は
形
成
さ
れ
て
い
く
の
で
す
が
、
こ
こ
で
特
徴
的
な

こ
と
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
を
扱
う
科
目
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ

ュ
ー
科
目
群
）
を
選
択
必
修
で
３
コ
ー
ス
に
横
断
的
に
設
置
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
学
ん
で
い
る
地
域
の
文
化
や
政
治
、
経
済
な
ど
に

つ
い
て
、
地
域
偏
重
に
陥
ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
学
生
た
ち
に
持

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。
一
定
の
地
域
の
言
語
や
文
化
に
通
じ
る

大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
文
化
学
部
長 　

松ま
つ

本も
と

賢け
ん

一い
ち

グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
文
化
学
部
開
設
に
あ
た
っ
て
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間
な
ど
は
問
わ
な
い
が
、
卒
業
ま
で
に
最
低
一
度
は
海
外
留
学
を
体
験
す

る
こ
と
を
学
生
に
求
め
て
い
る
の
で
す
。
実
用
的
な
語
学
力
の
向
上
に
役

立
つ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
異
文
化
の
た
だ
中
に
身
を
置

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
地
域
の
問
題
を
ま
ず
は
自
分
の
肌
で
感
じ
取
っ

て
来
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
も
あ
り
ま
す
。「
全
員
一
度
は
海
外
に
」
と

い
う
本
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
の
こ
の
特
色
は
、
２
０
１
２
年
度
に
本

学
が
採
択
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
事
業
に
も
寄
与
を
果
た
す

で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
地
域
文
化
に
対
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か

ら
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
人
物
の
育
成
と
い
う
本
学
部
の
目
的
か
ら
す
れ
ば
、

こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
科
目
群
の
設
置
は
本
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
編
成
上
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
だ
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
科
目
履
修
に
よ
っ
て
特
定
地
域
の
言
語
、
文
化
、
ま
た
そ

れ
ら
の
地
域
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
意

識
的
か
つ
主
体
的
に
考
え
る
能
力
を
つ
け
て
き
た
学
生
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
コ
ー
ス
の
中
に
３
年
次
・
４
年
次
必
修
科
目
と
し
て
置
か
れ
て
い
る

ゼ
ミ
（
グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
文
化
発
展
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ
・
Ⅱ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
地

域
文
化
専
門
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ
・
Ⅱ
）
に
お
い
て
自
ら
の
課
題
を
見
出
し
、
資

料
を
集
め
、
分
析
し
、
発
表
す
る
と
い
う
学
問
的
訓
練
を
経
て
、
個
々
の

卒
業
論
文
へ
と
結
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

最
後
に
グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
文
化
学
部
に
お
け
る
外
国
語
教
育
に
つ
い
て

触
れ
て
お
き
ま
す
。
本
学
部
の
外
国
語
教
育
科
目
は
す
べ
て
「
外
国
語
関

連
科
目
群
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
地
域
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
た
め
の
基
礎
的
ス
キ
ル
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
英
語
、
ド

イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
中
国
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ロ
シ
ア
語
、
コ
リ
ア

語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
ト
ル
コ
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、

イ
タ
リ
ア
語
、
カ
ナ
ダ
圏
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
の
名
に
恥

じ
な
い
メ
ニ
ュ
ー
を
揃
え
て
い
ま
す
。
学
生
は
、
英
語
以
外
に
他
の
語
学

を
最
低
一
つ
は
選
択
し
、
集
中
的
に
学
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
践
的
な

言
語
運
用
能
力
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
教
室
内
で

の
外
国
語
学
習
を
更
に
実
践
的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
「
ス
タ
デ
ィ
・
ア

ブ
ロ
ー
ド
科
目
群
」
の
中
か
ら
い
ず
れ
か
の
海
外
留
学
科
目
を
履
修
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
言
い
換
え
れ
ば
、
行
き
先
、
外
国
語
の
種
類
、
期

待
ち
望
ま
れ
た
音
楽
専
攻
科
が
開
設

　

２
０
１
３
年
４
月
、
同
志
社
女
子
大
学
学
芸
学
部
音
楽
学
科
に
音
楽
専

攻
科
が
開
設
さ
れ
、
１
期
生
20
人
（
定
員
20
人
）
が
入
学
し
、
修
業
年
限

１
年
の
教
育
課
程
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
よ
り
高
度
な
演
奏
技
術
と
音

楽
の
専
門
知
識
を
備
え
た
音
楽
専
門
家
、
演
奏
家
、
音
楽
教
育
者
な
ど
の

育
成
を
め
ざ
し
ま
す
。
今
ま
で
音
楽
学
科
演
奏
専
攻
で
4
年
間
学
ん
だ
優

秀
な
学
生
の
受
け
皿
と
し
て
、
音
楽
学
会
《
頌
啓
会
》
特
別
専
修
生
の
制

度
（
２
０
１
３
年
３
月
で
終
了
）
が
あ
り
、
卒
業
後
、
音
楽
学
科
に
て
１

年
間
、
実
技
レ
ッ
ス
ン
の
個
別
指
導
を
受
け
、
修
了
演
奏
会
で
は
、
磨
き

の
か
か
っ
た
演
奏
を
披
露
し
て
お
り
ま
し
た
。
学
生
に
人
気
の
あ
る
制
度

で
あ
り
ま
し
た
が
、
演
奏
技
術
の
指
導
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
高
度
な
音

楽
の
専
門
知
識
も
授
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
の
検
討
が
望
ま
れ
て
お
り
、

こ
の
度
、
開
設
さ
れ
た
音
楽
専
攻
科
で
は
、
声
楽
、
鍵
盤
楽
器
、
管
弦
打

楽
器
の
三
つ
の
専
攻
の
教
育
課
程
が
設
け
ら
れ
、
各
々
の
専
攻
独
自
の
科

目
と
全
専
攻
共
通
の
科
目
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。
簡
単

に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
専
門
実
技
レ
ッ
ス
ン
の
ほ
か
、
声
楽

専
攻
に
お
い
て
は
歌
曲
、
オ
ラ
ト
リ
オ
、
オ
ペ
ラ
の
研
究
な
ど
、
鍵
盤
楽

器
専
攻
に
お
い
て
は
伴
奏
法
や
鍵
盤
楽
器
奏
法
研
究
な
ど
、
管
弦
打
楽
器

専
攻
で
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
い
う
よ
う
に
、
実
技
・
実
践
・
演
習
・
研
究

を
充
実
さ
せ
た
科
目
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
専
攻
共
通
の
科
目

は
、
音
楽
史
特
講
、
楽
書
講
読
、
楽
曲
分
析
、
音
楽
作
品
研
究
、
音
楽
外

国
語
、
宗
教
音
楽
、
京
都
の
音
・
音
楽
、
指
揮
法
研
究
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

な
ど
で
あ
り
、
大
学
院
レ
ベ
ル
の
授
業
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

こ
れ
ら
の
科
目
の
多
く
が
教
職
科
目
と
し
て
認
定
さ
れ
て
お
り
、
定
め
ら

れ
た
必
修
・
選
択
必
修
科
目
の
単
位
を
取
得
す
る
こ
と
で
、
中
学
校
教
諭

専
修
免
許
状
（
音
楽
）、
高
等
学
校
教
諭
専
修
免
許
状
（
音
楽
）
が
取
得

で
き
ま
す
。

　

修
業
年
限
１
年
の
教
育
課
程
で
は
あ
り
ま
す
が
、
学
部
で
学
ん
だ
知
識

や
養
わ
れ
た
音
楽
能
力
を
発
展
さ
せ
、
音
楽
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
に
社

会
に
貢
献
し
て
い
け
る
か
を
学
ぶ
期
間
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
内
外

の
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
出
場
や
海
外
留
学
の
準
備
も
行
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

活
躍
す
る
１
期
生

　

１
期
生
20
人
の
専
攻
は
、
声
楽
が
６
人
、
鍵
盤
楽
器
が
９
人
（
ピ
ア
ノ

８
人
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
１
人
）、
管
弦
打
楽
器
が
５
人
（
フ
ル
ー
ト
１
人
、

ホ
ル
ン
１
人
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
２
人
、
打
楽
器
１
人
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

彼
女
た
ち
は
高
度
な
専
門
実
技
の
指
導
を
受
け
る
傍
ら
、
全
専
攻
共
通
の

授
業
に
出
席
し
、
充
実
し
た
学
び
の
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
新
学
期

が
ス
タ
ー
ト
し
て
約
４
カ
月
に
な
り
ま
し
た
が
、
20
人
が
一
緒
に
学
ぶ
必

修
科
目
の
授
業
で
は
、
ク
ラ
ス
が
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
り
、
互
い
に
刺
激
し

合
い
高
め
合
う
良
い
関
係
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
演
奏
実
技
で
は
、
ソ
リ

女
子
大
学
学
芸
学
部
音
楽
学
科
主
任
・
専
攻
科
長　

成な
り

田た

和か
ず

子こ

音
楽
専
攻
科
開
設



73 72

同
志
社　

ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

ス
ト
を
務
め
た
り
伴
奏
者
と
な
っ
た
り
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
編
成
し
た
り

と
、
学
部
生
時
代
に
は
な
か
な
か
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
専
攻
科
生
は
学
部
生
の
あ
こ
が
れ
の
的
に
な
っ
て
お
り
、

彼
女
た
ち
の
存
在
は
教
育
的
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
15
日
に
は
大
阪
の
イ
シ
ハ
ラ
ホ
ー
ル
で
、
音
楽
学
会
《
頌
啓
会
》

主
催
の
新
人
演
奏
会
〜
同
志
社
女
子
大
学
音
楽
学
科
第
61
回
卒
業
生
に
よ

る
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
〜
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
出
演

者
は
４
人
、
い
ず
れ
も
音
楽
専
攻
科
１
期
生
で
し
た
。
ピ
ア
ノ
、
ソ
プ
ラ

ノ
、
打
楽
器
・
マ
リ
ン
バ
の
難
易
度
の
高
い
作
品
が
次
々
と
披
露
さ
れ
、

観
客
は
彼
女
た
ち
の
鮮
や
か
な
演
奏
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ン
コ
ー
ル

で
は
、
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
作
曲
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
「
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ド
」
の

抜
粋
を
4
人
で
上
演
す
る
な
ど
、
専
攻
科
生
な
ら
で
は
の
華
や
か
な
ス
テ

ー
ジ
で
し
た
。

　

ま
た
７
月
16
日
に
は
京
都
文
化
博
物
館
別
館
ホ
ー
ル
に
て
、
同
志
社
女

子
大
学
音
楽
専
攻
科
主
催
「
八
重
の
桜
」
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。「
２
０
１
３
年
大
河
ド
ラ
マ
特
別
展
〝
八
重
の
桜
〞」
の
開
催
に
合

わ
せ
て
の
企
画
で
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
運
営
に
は
専
攻
科
生
が
一
丸
と
な

っ
て
携
わ
り
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
３
部
で
構
成
さ
れ
、
第
１
部
で
は

懐
か
し
い
日
本
の
歌
や
大
河
ド
ラ
マ
「
八
重
の
桜
」
の
テ
ー
マ
曲
な
ど
、

第
2
部
で
は
プ
ッ
チ
ー
ニ
や
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
オ
ペ
ラ
の
名
場
面
か
ら
の

ア
リ
ア
や
重
唱
な
ど
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
第
３
部
の
復
興
支
援
ソ
ン
グ

「
花
は
咲
く
」
に
続
く
「
ふ
る
さ
と
」
で
は
、
来
場
者
も
一
緒
に
合
唱
し

て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
別
館
ホ
ー
ル
は
満
員
で
、
専
攻
科
生
の

手
作
り
コ
ン
サ
ー
ト
を
存
分
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

音
楽
専
攻
科
入
学
試
験
概
要

　

特
別
推
薦
入
学
試
験
（
専
願
）
と
一
般
入
学
試
験
の
二
つ
の
入
学
試
験

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
推
薦
入
学
試
験
で
の
入
学
者
は
、
学
費
補
助
と
し
て
特
別
推
薦
入

学
奨
学
金
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
校
で
は
中
学
１
年
生
の
宿
泊
学
習
で
岡
山
県
の
美
作
市
を
訪
れ
て
い

ま
す
。
本
年
度
も
４
月
18
日
〜
20
日
の
２
泊
３
日
の
日
程
で
行
い
ま
し
た
。

宿
泊
学
習
は
、
新
入
生
が
、

様
々
な
活
動
や
体
験
を

通
し
て
同
志
社
の
一
員

に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚

し
、
ま
た
こ
れ
か
ら
共

に
同
志
社
で
学
ぶ
友
人

を
作
る
為
の
機
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
京
都
駅
に
集
合

し
、
新
島
襄
先
生
の
お

墓
参
り
に
向
か
い
ま
し

た
。
若
王
子
山
頂
に
あ

る
新
島
襄
先
生
の
墓
前

で
礼
拝
を
行
い
、
入
学

の
報
告
を
し
ま
し
た
。

中
学
１
年
生
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
校
祖
墓
参
で
す
。
急
な
山
道
を
苦
労

し
な
が
ら
登
り
、
新
島
先
生
の
墓
前
で
礼
拝
を
行
い
、
ま
た
新
島
先
生
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
新
島
先
生
と
同
志
社
へ
の
理
解
を
深
め
、
同
志
社

の
一
員
に
な
っ
た
こ
と
を
実
感
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

下
山
後
バ
ス
に
乗
り
、
兵
庫
県
の
「
人
と
自
然
の
博
物
館
」
に
て
館
内

見
学
を
行
い
、
そ
の
後
、
岡
山
県
美
作
市
の
宿
舎
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

宿
舎
到
着
後
、
学
校
生
活
の
ル
ー
ル
や
仕
組
み
を
学
ぶ
た
め
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
カ
レ
ッ

ジ
ソ
ン
グ
とD
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の
練
習
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
は
、
校
歌
が
英
語
で
あ
る
こ
と
に
驚
き
、
苦
戦
し
な
が
ら
も
大
き
な
声

で
元
気
良
く
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
を
歌
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
「
友
達
を
作
る
」
こ
と
を
主
な
テ
ー
マ
に
様
々
な
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
午
前
中
は
、
岡
山
県
の
特
産
品
で
あ
る
「
備
前
焼
」
作
り
の

体
験
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
湯
呑
み
や
お
皿
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
思

い
思
い
の
作
品
を
作
り
、
焼
き
上
が
り
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
午

後
か
ら
は
体
育
館
に
移
動
し
、
運
動
会
を
行
い
ま
し
た
。
種
目
は
「
ド
ッ

ヂ
ボ
ー
ル
」、「
綱
引
き
」、「
ク
ラ
ス
人
ク
ラ
ス
脚
」
で
す
。
生
徒
た
ち
の

香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭　

石い
し

塚づ
か

真し
ん

也や

中
学
１
年
生
の
宿
泊
学
習

墓前礼拝

日本の歌の合唱（八重コンサート）

「キャンディード」の抜粋を上演（新人演奏会）

「花は咲く」を合唱（八重コンサート）

モーツアルトのオペラ「フィガロの結婚」の
一場面（八重コンサート）
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感
想
の
中
で
、
こ
の
運
動
会
が
宿
泊
学
習
で
一
番
印
象
に
残
っ
た
出
来
事

に
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
運
動
会
ま
で
は
、
緊
張
し
て
い
た
の
か
、

自
分
を
出
し
切
れ
て
い
な
か
っ
た
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、
運
動
会
に
な
る

と
、
体
育
館
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
歓
声
が
上
が
り
、
そ
れ
ま
で
の
控
え
め

な
彼
ら
と
は
違
う
、
素
の
自
分
た
ち
を
よ
う
や
く
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た

よ
う
で
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
ク
ラ
ス
人
ク
ラ
ス
脚
で

は
、
生
徒
た
ち
に
練
習
す
る
時
間
を
与
え
、
そ
の
後
ク
ラ
ス
毎
の
タ
イ
ム

を
計
測
し
ま
し
た
。
練
習
の
時
間
で
は
、
ど
う
や
っ
た
ら
速
く
ゴ
ー
ル
ま

で
た
ど
り
着
け
る
の
か
を
ク
ラ
ス
で
一
生
懸
命
話
し
合
い
、
練
習
を
し
て

い
ま
し
た
。
ア
イ
デ
ア
を
出
す
生
徒
、
ま
と
め
る
役
割
を
す
る
生
徒
な
ど
、

普
段
授
業
で
は
見
ら
れ
な
い
一
面
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
本
番
を
前
に
、

あ
る
ク
ラ
ス
で
は
前
日
に
練
習
し
たD

O
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を
全
員
で

行
っ
て
か
ら
本
番
に
臨
む
ク
ラ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
本
番
で
は
う
ま
く
い

っ
た
ク
ラ
ス
も
あ
れ
ば
、
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
ク
ラ
ス
も
あ
り
ま
し
た
が
、

結
果
は
関
係
な
く
、
生
徒
同
士
の
仲
が
深
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
２
日
目
の
夕
食
後
に
は
各
ク
ラ
ス
で
ク
ラ
ス
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
は
ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
自
己
紹
介
を
し
た
り
、
ク
イ
ズ
を
し
た
り
、
歌

を
歌
っ
た
り
様
々
で
し
た
が
、
こ
の
頃
に
は
ク
ラ
ス
内
で
緊
張
も
解
け
、

よ
り
一
層
友
達
の
輪
を
広
げ
る
機
会
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

最
終
日
は
バ
タ
ー
作
り
体
験
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
い
、
帰
阪
し
ま
し

た
。
以
上
の
よ
う
に
様
々
な
活
動
や
体
験
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
学
校

生
活
に
お
い
て
共
に
学
ぶ
多
く
の
友
達
を
作
り
、
同
志
社
の
一
員
で
あ
る

こ
と
を
実
感
す
る
機
会
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
共
に
学
ぶ

友
人
達
と
楽
し
く
、
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

クラス人クラス脚

中
学
生　

人
権
福
祉
講
演
会

「
劇
団
あ
し
た
の
会
」に
よ
る
講
演
お
よ
び
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

テ
ー
マ「
伝
え
あ
っ
て
み
よ
う
」

　

聞
こ
え
な
い
者
と
聞
こ
え
る
者
が
共
に
楽
し
め
る
芝
居
創
り
を
し
て
い

る
「
あ
し
た
の
会
」
の
劇
団
員
が
、
２
０
１
３
年
６
月
14
日
、
本
校
栄
光

館
に
て
そ
の
芝
居
創
り
の
過
程
を
映
像
と
手
話
で
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

そ
し
て
、
パ
ン
ト
マ
イ
ム
な
ど
を
含
め
、
本
校
中
学
生
と
伝
え
合
う
体
験

が
で
き
る
場
を
見
事
に
創
り
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
。

劇
団
あ
し
た
の
会
と
の
出
会
い（
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
体
験
）

　

以
前
、
２
０
１
０
年
８
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
劇
団
あ
し
た
の
会
第
13

回
公
演
「
ふ
た
つ
の
青
空
」
を
、
個
人
的
に
鑑
賞
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
が
今
回
の
中
学
生
講
演
会
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
ま
さ
に
音
の
な
い

世
界
で
創
り
上
げ
ら
れ
る
演
劇
で
あ
り
、
最
初
は
少
々
戸
惑
っ
た
り
も
し

た
が
す
ぐ
に
そ
の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
私
に
と
っ
て
の
驚
き

は
、
手
話
が
共
通
の
会
話
の
手
段
と
し
て
使
わ
れ
、
手
話
の
わ
か
ら
な
い

人
の
た
め
に
字
幕
が
用
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
が
普
通
考

え
る
の
は
、
耳
の
聞
こ
え
な
い
人
の
た
め
に
用
意
さ
れ
る
字
幕
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
手
話
の
わ
か
ら
な
い
私
の
よ
う
な
人
間
の
た
め
の
字
幕
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
場
に
い
た
ほ
と
ん
ど
の
人
は
手
話
が
理
解
で
き
、
手
話

が
わ
か
ら
な
い
私
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
体
験

に
よ
り
、
耳
の
聞
こ
え
な
い
人
た
ち
が
生
き
て
い
る
世
界
へ
の
気
付
き
を

与
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
劇
団
あ
し
た
の
会
の
演
劇
を
、
ぜ
ひ
本
校
の
生

徒
た
ち
に
鑑
賞
さ
せ
た
い
と
素
直
に
思
っ
た
。

ふ
た
つ
の
青
空

　

幸
い
な
こ
と
に
、
今
回
の
講
演
会
に
も
「
ふ
た
つ
の
青
空
」
の
キ
ャ
ス

ト
の
お
二
人
、
蒲か

ま

原は
ら

敏と
し

光み
つ

さ
ん
と
一い

ち

文も
ん

字じ

鷹た
か

さ
ん
が
来
て
く
だ
さ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
「
ふ
た
つ
の
青
空
」
の
講
演
を
創
り
上
げ
る
困
難
さ
や
実

際
の
練
習
風
景
を
映
像
な
ど
を
交
え
て
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
ス
ト

ー
リ
ー
は
、
一
人
の
ろ
う
あ
者
が
第
２
次
世
界
大
戦
中
に
、
徴
用
で
網
走

の
石
切
り
場
に
放
り
込
ま
れ
た
と
い
う
実
話
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
私

は
全
く
知
ら
な
か
っ
た
歴
史
で
、
こ
の
ろ
う
あ
者
は
朝
鮮
か
ら
駆
り
出
さ

れ
た
人
た
ち
と
共
に
、
過
酷
な
強
制
労
働
と
奴
隷
同
然
の
扱
い
を
受
け
た

の
で
あ
る
。
そ
の
体
験
を
、
約
三
十
年
後
に
一
人
の
青
年
ろ
う
あ
者
と
の

出
会
い
を
通
し
て
、
明
ら
か
に
し
て
い
っ
た
長
谷
川
氏
の
証
言
が
演
じ
ら

れ
て
い
た
。
そ
の
長
谷
川
氏
役
が
蒲
原
さ
ん
で
、
青
年
ろ
う
あ
者
役
が
一

文
字
さ
ん
で
あ
っ
た
。 女

子
中
学
校
・
高
等
学
校
教
頭　

平ひ
ら

松ま
つ

讓じ
ょ
う

二じ
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ッ
プ

パ
ン
ト
マ
イ
ム

　

ま
ず
、
生
徒
た
ち
が
彼
ら
の
魅
力
に
引
き
つ
け
ら
れ
た
の
は
、
か
ば
ん

を
自
由
に
操
る
パ
ン
ト
マ
イ
ム
の
演
技
で
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
の
か
ば
ん
が

自
分
の
意
思
を
持
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
宙
に
浮
い
た
り
、
ひ
と
り
で

走
っ
た
り
す
る
よ
う
に
演
じ
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
し
て
、
い
つ
し
か
私
た

ち
は
、
彼
ら
が
耳
が
聞
こ
え
ず
言
葉
も
話
せ

な
い
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
気
が
す
る
。

生
徒
た
ち
も
壇
上
へ
あ
げ
て
い
た
だ
き
、
彼

ら
と
一
緒
に
パ
ン
ト
マ
イ
ム
を
演
技
す
る
機

会
を
得
た
。
約
二
十
人
の
生
徒
た
ち
が
舞
台

に
あ
が
り
、
彼
ら
と
息
を
合
わ
せ
て
何
種
類

か
の
パ
ン
ト
マ
イ
ム
を
体
験
で
き
た
。
ま
る

で
壁
が
あ
る
か
の
よ
う
に
空く
う

を
叩
き
、
風
船

を
膨ふ

く

ら
ま
し
、
綱
引
き
を
す
る
な
ど
、
ど
れ

も
本
当
に
壁
や
風
船
、
綱
が
あ
る
か
の
よ
う

に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
彼
ら

二
人
と
舞
台
の
生
徒
た
ち
、
会
場
の
生
徒
た

ち
と
の
間
に
、
声
は
な
く
て
も
お
互
い
に
通

じ
合
い
、
表
情
や
動
作
だ
け
で
見
事
に
会
話

が
成
り
立
っ
て
い
る
瞬
間
が
生
ま
れ
た
。

手
話
に
よ
る
拍
手

　

手
話
も
い
く
つ
か
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

ご
く
基
本
的
な
「
あ
り
が
と
う
」
や
「
い
た

だ
き
ま
す
」
な
ど
、
実
際
に
み
ん
な
で
手
話

を
体
験
し
た
。
そ
し
て
私
た
ち
は
、
手
話
に
は
い
く
つ
か
の
魅
力
が
あ
る

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
手
話
は
世
界
共
通
語
に
も
な
り
え
る
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
や
、
そ
の
手
話
が
見
え
さ
え
す
れ
ば
、
お
互
い
に
思
い

や
感
情
を
伝
え
合
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、

私
に
と
っ
て
新
鮮
な
気
付
き
は
、
手
話
に
よ
る
拍
手
方
法
で
あ
っ
た
。
私

た
ち
は
普
通
、
手
を
叩
い
て
拍
手
を
す
る
が
、
耳
の
聞
こ
え
な
い
人
々
に

と
っ
て
そ
の
拍
手
は
全
く
聞
こ
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
拍

手
の
方
法
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
は
、
両
手
を
高
く
上
げ
て
、
両

手
を
く
る
く
る
と
振
る
の
だ
。
生
徒
た
ち
は
彼
ら
の
演
技
や
話
の
終
わ
り

に
、
全
員
が
両
手
を
高
く
上
げ
て
手
話
に
よ
る
拍
手
を
し
て
い
た
。

私
た
ち
の
あ
た
り
ま
え

　

私
た
ち
は
通
常
、
耳
で
聞
き
声
で

会
話
す
る
。
そ
れ
が
あ
た
り
ま
え
す

ぎ
て
、
大
切
な
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
気
が
し
た
。
今
回
、
人
と

人
と
が
本
当
の
意
味
で
心
を
通
じ
合

わ
せ
て
会
話
す
る
と
い
う
こ
と
が
、

声
に
よ
る
会
話
だ
け
で
は
な
い
と
い

う
新
た
な
視
点
と
気
づ
き
を
与
え
ら

れ
た
。
耳
の
聞
こ
え
る
人
も
、
耳
の

聞
こ
え
な
い
人
も
、
心
を
通
わ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
本
当
の
意

味
の
会
話
が
成
り
立
ち
、
理
解
し
合

え
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ

い
た
。

かばんのパントマイム劇団あしたの会のお二人による演技

綱引きのパントマイムを一緒に楽しむ生徒たち

る
。
高
校
生
を
対
象
と
し
た
補
講
で
は
、
大
学
の
出
願
に
必
要
な
エ
ッ
セ

イ
指
導
、
読
書
指
導
、
学
習
指
導
、
時
間
の
使
い
方
指
導
、
学
習
戦
略
な

ど
の
対
策
講
座
も
開
設
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
授
業
に
質
問
が
あ
る
場
合

は
、
予
約
を
と
っ
て
お
け
ば
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
教
授
がSkype

で
サ
ポ

ー
ト
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
。

　

一
方
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ワ
ー
ク
、
タ
レ
ン
ト
シ
ョ
ー
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
い
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
ダ
ン
ス
な
ど

に
参
加
で
き
る
な
ど
、
学
問
だ
け
を
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
な
い
し
、

彼
ら
は
そ
ん
な
退
屈
な
生
き
方
を
し
て
い
る
人
た
ち
で
は
な
い
。

【
参
加
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
】

　

Ｈ
Ｕ
Ｓ
Ｓ
が
世
界
最
高
峰
の
教
育
を
提
供
す
る
の
は
周
知
の
こ
と
。
そ

れ
を
求
め
て
世
界
中
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
参
加
者
が
集
ま
っ
て
く
る
。

色
々
な
能
力
に
長
け
た
、
大
変
魅
力
的
な
人
た
ち
の
集
団
で
あ
る
。
接
す

る
機
会
が
一
番
多
い
の
は
高
校
生
で
あ
る
が
、
中
に
は
青
年
実
業
家
や
Ｃ

Ｅ
Ｏ
も
い
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
や
他
大
学
の
学
生
も
い
る
。
予
想
以
上
に
面

白
い
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
、
参
加
者
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

　

昨
年
の
２
名
の
派
遣
に
続
き
、
今
年
も
高
校
２
年
生
の
３
名
を
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
の
行
う
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
送
り
出
し
た
。
国
際
社
会
で
本
当

に
活
躍
で
き
る
人
材
と
な
る
た
め
に
は
、
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
人
た

ち
が
集
ま
っ
て
く
る
場
に
身
を
置
き
、
そ
の
人
た
ち
が
何
を
考
え
、
ど
う

い
う
人
生
の
目
標
を
持
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
生
き
方
を
し
て
い
る
の
か
を

こ
の
時
期
に
直
に
学
べ
る
環
境
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

【
Ｈ
Ｕ
Ｓ
Ｓ
の
概
略
】

　

Ｈ
Ｕ
Ｓ
Ｓ
は
６
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
の
７
週
間
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
。

人
文
学
、
社
会
学
、
芸
術
系
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
、
数
学
、

工
学
系
、
環
境
学
、
環
境
科
学
、
外
国
語
、
文
学
、
執
筆
学
な
ど
の

３
０
０
を
越
す
コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
の
「
入
学
前
単
位
認
定
」
に
よ
っ
て
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
単
位
が
取

得
で
き
る
も
の
も
あ
る
。
２
０
１
２
年
の
ケ
ー
ス
で
は
世
界
１
０
０
カ
国

以
上
、
14
歳
か
ら
81
歳
ま
で
の
高
校
生
、
大
学
生
、
一
般
社
会
人
が
合
計

６
，
０
０
０
人
程
度
参
加
し
、
約
２
，
０
０
０
人
が
寮
に
滞
在
し
た
。
語

学
力
で
は
全
て
の
参
加
者
に
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
で
１
０
０
点
以
上
が
要
求
さ
れ

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

(Harvard University Sum
m
er School)

を
経
験
さ
せ
る
意
義

国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭

　
　

国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
主
任　

古こ

城じ
ょ
う

正ま
さ

裕ひ
ろ
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ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
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ィ
ー
の
広
が
り
は
国
籍
や
性
別
だ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
レ
ベ
ル
を
見
て
も
、
そ
の
高
さ
と
奥
行
は
想
像
を
超
え

て
い
る
。
日
本
に
い
て
は
決
し
て
出
会
う
こ
と
の
な
い
レ
ベ
ル
で
あ
り
、

出
会
う
こ
と
の
な
い
人
と
交
流
を
持
て
、
経
験
豊
富
な
人
と
同
じ
土
俵
で

論
じ
合
っ
た
り
、
励
ま
し
合
っ
た
り
で
き
る
。
Ｈ
Ｕ
Ｓ
Ｓ
に
参
加
を
認
め

ら
れ
た
レ
ベ
ル
の
人
が
何
を
考
え
、
ど
う
い
う
人
生
の
目
標
を
持
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
生
き
方
を
し
て
い
る
の
か
を
直
接
、
目
で
見
て
、
耳
で
聞
い

て
、
肌
で
感
じ
る
素
晴
ら
し
い
機
会
と
な
る
。

【
世
界
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
知
る
】

　

日
本
は
世
界
の
中
で
も
最
も
競
争
の
緩ゆ

る

い
国
の
一
つ
。
大
学
３
年
生
の

冬
か
ら
始
ま
る
就
職
活
動
の
競
争
で
も
キ
ャ
リ
ア
を
も
っ
た
転
職
組
と
戦

う
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
、
日
本
の
採
用
制
度
が
新
卒
一
括
採
用
で
あ
る

た
め
、
戦
う
相
手
は
ノ
ン
キ
ャ
リ
ア
の
経
験
や
実
力
の
な
い
も
の
同
士
。 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
も
充
実
し
て
い
な
い
た
め
、
就
職
ま
で
に
身
に

つ
け
た
実
力
と
い
う
観
点
か
ら
も
ほ
と
ん
ど
全
員
が
同
じ
レ
ベ
ル
で
大
差

が
な
い
。
海
外
の
多
く
で
は
就
活
の
段
階
で
自
分
が
ど
う
活
躍
で
き
る
か

と
い
う
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
社
会
に

出
て
行
く
時
の
実
力
や
意
識
の
差
は
歴
然
だ
。

【
今
後
に
向
け
て
】

　

最
近
、
学
生
が
内
向
き
志
向
が
強
ま
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
が
、
少
な

く
と
も
世
界
に
飛
び
出
し
て
い
く
ト
ッ
プ
層
に
そ
の
よ
う
な
傾
向
は
全
く

感
じ
な
い
。
し
か
し
、
彼
ら
の
多
く
が
将
来
国
際
人
に
な
り
た
い
と
い
う

夢
を
持
ち
つ
つ
も
、
具
体
的
な
策
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
世

界
で
通
用
す
る
人
材
に
な
る
た
め
に
は
、
高
い
レ
ベ
ル
で
経
験
豊
富
な
人

た
ち
と
交
流
を
も
ち
、
こ
う
や
っ
て
自
分
の
国
を
、
こ
う
い
う
手
段
で
世

界
を
変
え
た
い
、
と
い
う
よ
う
な
大
き
な
野
心
や
想
い
が
必
要
。
そ
れ
を

多
く
の
幅
広
い
人
た
ち
と
議
論
し
合
い
、
改
良
し
て
い
く
力
が
必
要
だ
と

思
う
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
に
世
界
最
高
峰
の
教
育
を
受
け
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
人
と
互
い
に
刺
激
し
合
い
、
世
界
規
模
で
物
事
を
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
も
の
が
帰
国
す
る
。
す
で
に
種
蒔
き
は
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の

彼
ら
の
経
験
を
将
来
に
つ
な
げ
る
デ
ザ
イ
ン
は
多
く
存
在
す
る
と
思
う
が
、

こ
う
い
う
学
生
が
活
躍
で
き
る
よ
う
な
社
会
作
り
も
重
要
で
あ
り
、
教
育

自
体
も
世
界
規
模
と
な
る
よ
う
に
私
た
ち
も
挑
戦
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
。

１
．
は
じ
め
に
：
開
校
し
て
か
ら
２
年
を
経
て
…

　
「
４
月
に
開
校
し
て
後
、６
週
間
を
単
位
と
す
る
初
め
て
のU

O
I

（U
nit 

of inquiry

／
探
究
の
単
元
）
を
５
月
末
に
終
え
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、

児
童
に
よ
る
探
究
型
学
習
の
実
現
を
目
指
し
て
の
週
８
時
間
のU

O
I

に

つ
い
て
、
単
元
の
協
同
計
画
や
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
使
っ
て
い
る
〝PY

P 
Planner

〞
と
い
う
指
導
計
画
書
兼
報
告
書
の
よ
う
な
書
類
の
項
目
を
使

っ
て
、
１
年
生
の
単
元
を
紹
介
し
ま
す
。」

　

上
記
の
よ
う
に
、
本
校
のU

O
I

に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
頂
い
て
か
ら
、

２
年
が
経
ち
ま
し
た
。
開
校
時
は
３
年
生
だ
っ
た
最
上
級
生
が
今
は
５
年

生
に
な
り
、
約
２
７
０
名
の
児
童
が
通
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
教

員
も
増
え
、
各
学
年
に
は
担
任
２
人
に
加
え
て
、
学
年
付
き
のN

ative 
E

nglish Speaker

の
教
員
（G

A
N

E
T

）
も
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
．P

YP
(P
rim
ary Years P

ro
g
ram
m
e)

の
進
展
：P

YP

候
補
校(C
an
d
id
ate S

ch
o
o
l)

　

開
校
時
に
は
、
何
と
か
始
め
た
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
機
構
（IB

）
のPY

P

に
基
づ
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
実
践
も
、
今
年
９
月
よ
りD

IA

初
等
部
が
正

式
な
候
補
校
に
な
り
、IB

か
ら
指
定
さ
れ
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
２
年
な
い
し
３
年
後
の
認
定
／A

uthorization

に
向
け
て
歩
き
始
め
ま
し
た
。

３
．「
つ
な
が
り
」
と

し
て
の
「
超
教

科
的
な
学
び
」

　

PY
P

の
学
校
の
本
質
は
、

IB

の
用
語
で
あ
るTrans-

disciplinary L
earning

／
超
教
科
的
な
学
習
に
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
超

教
科
的
な
学
習
と
は
、
①

社
会
科
や
理
科
を
ベ
ー
ス

と
し
た
世
界
で
起
き
て
い

る
現
実
の
問
題
に
向
き
合

うU
O

I

を
核
に
、
他
の

す
べ
て
の
教
科
学
習
や
学

校
内
の
活
動
を
で
き
る
か

ぎ
り
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
、

②
１
年
間
で
６
つ
行
う

U
O
I

は
、
そ
れ
ぞ
れ
６
つ

UOI（
探
究
の
単
元
）を
核
に
し
た
、
つ
な
が
り
の
拡
張
を

目
指
し
て IB Prim

ary Years Program
m
e

（IB

初
等
課
程
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

国
際
学
院
初
等
部
教
諭　

杉す
ぎ

山や
ま

元も
と

洋ひ
ろ

図1　認定校になるまでの過程における候補校の段階
（“Guide to school authorization: Primary Years Programme”より）
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／
超
教
科
的
テ
ー
マ
（
表
１
）
の
下
に
属

し
て
お
り
、
各
学
年
も
こ
の
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
縦
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
、
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

４
．
超
教
科
的
な
学
び
を
生
み
出
す
教
員
間
の
協
同

　

こ
れ
を
実
現
す
る
仕
組
み
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
第
一
に
、
各
学

年
の
担
任
や
学
年
付
き
教
員
間
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
専
科
教
員
も
含
め

た
協
同
で
す
。PY

P
で
は
定
期
的
に
、
協
同
に
よ
る
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
時
間

を
確
保
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
図
３
は
、

３
年
生
がU

O
I

で

流
通
を
学
習
し
て
い

た
時
（
図
2
）
に
、

商
品
を
販
売
す
る
パ

ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン

にA
R

T

で
取
り
組

ん
だ
も
の
で
す
。
ま
た
、
私
が

担
当
し
て
い
る
４
年
生
の
「
こ

と
ば
」（
国
語
に
相
当
）
で
は
、

U
O

I

で
学
習
し
て
い
た
「
水

の
循
環
」
と
の
関
わ
り
か
ら
、

「
水
の
循
環
や
水
資
源
の
た
め

に
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」
と

い
う
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
児
童
に

執
筆
依
頼
を
出
し
て
、
提
出
さ

れ
た
も
の
を
ま
と
め
て
冊
子
に

す
る
予
定
で
す
。

図2　UOIのCentral Ideaと
児童のまとめ（3年生）

図3　UOIとArtの超教科的な学びの例
（3年生）

表1　2013年度 超教科的テーマに属する学年ごとのUOI

　

更
に
、
こ
れ
ま
で
日
本
語
と
英
語
で
、

別
々
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
関
連
性
も
あ

ま
り
意
識
で
き
ず
に
実
施
し
て
い
た

U
O

IJ

とU
O

IE

も
、
今
年
度
か
ら
同

じC
entral Idea

を
学
習
目
標
と
し
て

共
有
し
、
同
じ
時
期
に
一
つ
のU

nit

と

し
て
実
施
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

５
．
つ
な
が
り
を
生
み
出
す
他

の
仕
組
み

　

超
教
科
的
な
学
び
を
可
能
に
す
るPY

P

の
仕
組
み
は
他
に
も
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
上
述
の
学
習
記
録
の
役
割
も
果
た
すPY

P Planner

を
作
成
、

参
照
す
る
こ
と
で
あ
り
、
過
去
のPY

P Planner

に
よ
っ
て
、
担
任
や
教

員
は
、
現
在
担
当
し
て
い
る
児
童
集
団
が
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
学
び
を

し
て
き
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
新
し
い
学
び
が
こ
れ
ま
で
の
学
び

に
つ
な
が
る
よ
う
に
前
も
っ
て
計
画
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
行
うU

nit

が
昨
年
度
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
、
ど
ん
な
反
省
点
が
あ

っ
た
の
か
を
知
り
、
改
善
し
て
い
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
過
去

の
教
員
と
の
協
同
と
も
言
え
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
新
し
い
学
び
に
入
る
直
前
に
、
教
員
が
確
実
に
実
施
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
、
児
童
の
既
有
知
識
や
理
解
の
評
価
が
あ
り

ま
す
。
教
員
は
、
児
童
の
今
の
状
態
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
学
習
活
動
や

経
験
を
計
画
・
調
整
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
教
員
間

の
つ
な
が
り
や
、
学
び
や
経
験
を
関
連
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
に
よ

る
超
教
科
的
な
学
び
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

６
．D
IS
K

と
の
つ
な
が
り

　

つ
な
が
り
は
、
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
るD

ISK

（D
oshisha Inter-

national School, K
yoto

）
に
も
広
が

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
両
校
で

や
は
り
時
期
も
内
容
も
異
な
っ
て
い
た

U
O

I

で
し
た
が
、
同
じ
時
期
に
同
じ

テ
ー
マ
（
表
１
）
の
も
の
を
実
施
し
、

概
念
的
理
解
の
鍵
と
な
るK

ey 
C

oncept

を
共
有
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
学
年
数
に
違
い
が
あ
り

全
学
年
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
半
数
の

学
年
で
は
学
習
目
標
で
あ
るC

entral 
Idea

も
共
有
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
元

に
、
毎
月
両
校
の
担
任
と
専
科
の
教
員

が
集
ま
っ
て
、D

IA
 PY

P M
eeting

を

開
き
、
次
のU

O
I

のPlanning

を
共
有
し
て
い
ま
す
。

７
．
地
域
や
法
人
内
へ
の
つ
な
が
り
の
拡
張

　

つ
な
が
り
は
キ
ャ
ン
パ
ス
も
超
え
、
本
校
の
あ
る
木
津
川
市
地
域
や
他

の
同
志
社
の
法
人
に
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
春
学
期
のU

O
I

の
校
外

学
習
で
は
、
木
津
川
エ
コ
ク
ラ
ブ
や
木
津
川
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
方
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
夏
休
み
のU

O
I

の
教
員
研
修
に
は
同
志

社
女
子
大
学
の
先
生
に
ご
協
力
を
頂
く
予
定
で
す
し
、
年
度
後
半
の

U
O

I

に
は
、
国
際
教
育
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
の
先
生
に
も
ゲ
ス
ト
ス

ピ
ー
カ
ー
と
し
て
お
越
し
頂
く
予
定
で
す
。
表
１
に
、
２
０
１
３
年
度
の

本
校
のU

O
I

の
理
解
目
標
と
し
て
のC

entral Idea

が
あ
り
ま
す
。「
自
分

に
も
つ
な
が
る
」
と
思
わ
れ
た
方
は
是
非
、
ご
一
報
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

伺
っ
て
、
関
連
す
るU

O
I

に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

２
年
前
に
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「
わ
た
し
た
ち
のU

O
I

」
が
「
み

ん
な
のU

O
I

」
に
な
る
日
を
夢
見
て
い
ま
す
。

図5　DIA PYP Meetingの様子

図4　UOIのJ（Japanese）とE
（English）で目指す学習
理解目標（Central Idea）
の教室掲示（4年生）

学
年

Who We Are Where We Are in 
Place and Time

How We Express 
Ourselves

How the World 
Works

How We 
Organize 
Ourselves

Sharing the 
Planet

１

人と人との関係は、
健康や幸せにつな
がっている。

移動／旅によって
私たちは変わり、
新しい経験をする。

ストーリーは観客
を引き込み、意味
を伝える。

全ての生き物は変
化の道すじを持つ。

みんなで使う場所
で、人はまわりと
つながり、一つの
集団をつくってい
く。

すべての生き物は、
生き残っていくた
めに、健康的な住
む場所を必要とす
る。

２

私たちの選択は、
健康や幸福に影響
を与える。

構造は、文化や地
域の様子や条件を
反映している。

お祝いや祭りごと、
伝統のしきたりや
行事は、みんなが
持っている信念や
価値を表している。

人々は、力やエネ
ルギーについてわ
かったことを利用
して新しいものを
つくり出す。

人々は、自分が属
する集団社会で異
なった役割を果た
している。

生き物は、生き残
るために、変化、
応答する必要があ
る。

３

自分の特徴や能力、
興味を意識して考
えることは、私た
ちの学びや成長を
広げる。

人工物を解釈する
ことは、人々の歴
史の理解に役立つ。

アートを通して、
人間は、自分らし
さを伝えるための
異なった表現の形
式を使う。

人間の進歩を支え
るため、エネルギ
ーは変換されたり、
形を変えたりされ
て使われている。

たくさんの生産物
が、消費または使
用されるまでに変
化や保存のプロセ
スを通る。

自然環境とふれ合
う時に、人間が取
る選択は、他の生
き物に影響を及ぼ
す。

４

ロールモデルの選
択には、個人や社
会の信念や価値観
が反映されている。

地表上の地理や地
形は、人間の相互
作用や居住に影響
を与える。

歴史を通して、
人々はシンボルを
使ってお互いに交
流してきた。

物質は、特定の反
応を示し、相互作
用をして、それが、
人々がどのように
扱うかを決定する。

人々は、問題を解
決することと人の
努力や事業をサポ
ートするための組
織をつくり出す。

人々は、地球の資
源の持続可能性を
サポートするため
に選択をすること
ができる。

５

体内のシステム間
での効果的な相互
作用は、健康と生
存に貢献している。

過去の文明の証拠
は、現代社会につ
ながりを創り出す
のに使われうる。

人々は、特定の視
聴者をねらったメ
ッセージを作りだ
す、または、操作
することができる。

地球上や大気中の
変化は、人々の暮
らし方に影響を及
ぼす。

経済活動は、商品
やサービルの生産、
交換、消費のシス
テムにかかってい
る。

生物の多様性は、
システム内の組織
体の相互に依存し
たバランスの維持
に依っている。

６

文化的背景は、私
たちの信念や価値
観に影響し、行動
にあらわれる。

人々の移動は挑戦
やリスク、機会へ
の応答である。

芸術の作成、それ
への反応は、私た
ちと私たちを取り
巻く世界への理解
を発展させるもの
である。

科学的な知識への
理解は日々進歩し
ており、それは
人々への生活に影
響を及ぼす。

政治や国のありか
たは国民の生活に
影響する。

人々は地球の資源
を守るため、様々
な事を実践し、確
立できる。


